	１　山口県の交通事故発生状況　（令和７年１１月３０日現在）

	　　　　　　　　　 
	区         分
	eq \o\ad(発生件数,　　　　　　)
	eq \o\ad(死者数,　　　　　)
	eq \o\ad(負傷者数,　　　　　　)
	eq \o\ad(物損事故,　　　　　　)  件 数
	

	
	令　和  ７ 年
	２，０６９
	２８
	２，４６９
	３４，１４３
	

	
	令　和  ６ 年
	１，９４３
	４８
	２，３０１
	３４，００２
	

	
	増   減   数
	＋１２６
	－２０
	＋１６８
	＋１４１
	

	
	
	
	
	
	
	

	 　　　　　　　　　　　　　　　＊令和７年中の発生件数、負傷者数、物損事故件数は概数
２　交通死亡事故の特徴 ～２６件２８人 
 eq \o\ad(年齢層別,　　　　　　　)   高齢者１７人（－１８人）【全死者の６０.７％(－１２.２P)】
 道 路 形 状 別   直路１２人(＋１人)【全死者の４２.９％(＋２０.０P)】
 昼　　夜　　別   昼間１６人（－１４人）【全死者の５７.１％(－５.４P)】
 eq \o\ad(事故類型別,　　　　　　　)   車両単独８人（－７人）【全死者の２８.６％(－２.７P)】
 ドライバー年齢層別   高齢者１６人(－６人) 【全死者の５７.１％(＋１１.３P)】
　※ドライバー事故：第1当事者が原付以上の車両の運転により起きた事故
　※（）内は前年比
３　年末年始の交通事故防止
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年末年始は、社会経済活動が活発になることから慌ただしさが増し、


帰省やレジャーに伴って人の動きも広範囲になるため、交通事故が起こりやすくなります。


　特に、夕暮れ時や夜間の暗い時間帯は、周囲が見えにくいことに加え、その暗さに目が慣れていないこともあり、危険の発見遅れによる「人対車両」の事故が増加する傾向にあります。


ドライバーは、日が落ちてきたら早めにライトを点灯するよう心掛け、ハイビームを上手に活用し、歩行者の早期発見に努めてください。


歩行者は、白っぽい明るい色の服装や


反射材を着用し、道路を横断するときは、


車が止まったことをしっかり確認して、


道路を渡り終えるまで周囲の安全確認を


しましょう。











